
いっだましいを込めて
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「
心
豊
か
な
生
活
」　

副
校
長
　

二
川
　
美
俊

　
　

　
皆
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
や
清
掃

活
動
で
附
中
の
朝
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。「
自
主
的
な
活
動
が

定
着
し
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
！
」
と
お
褒
め
の
言
葉

を
も
ら
う
こ
と
も
度
々
あ
り
ま

す
。
そ
の
お
陰
で
皆
が
気
持
ち

よ
く
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
車
の
マ

ナ
ー
向
上
も
効
果
が
上
が
り
、

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
附
中
で
の
学
校
生

活
を
ど
ん
な
気
持
ち
で
過
ご
し

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
心
の
隅
で

は
、
勉
強
や
学
校
で
の
活
動
が

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
人
も
附
中
を

離
れ
て
初
め
て
「
附
中
の
良
さ
」

が
分
か
り
ま
す
。
こ
こ
で
体
験

し
た
難
儀
な
こ
と
も
嬉
し
い
こ

と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
一
生
の
宝

物
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
様
々
な
体
験
を
通

し
て
自
分
の
心
を
豊
か
に
し
、

人
に
優
し
い
人
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

編集・発行　ＰＴＡ広報部

鹿児島市郡元一丁目20番35号

平成29年２月27日

鹿児島大学教育学部附属中学校ＰＴＡ新聞

第147号

新
年
度
の
行
事
予
定

・
入
学
式　
　

四
月
六
日

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
育
友
会
総
会

　

学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

 

四
月
二
十
八
日

・
開
校
記
念
一
日
遠
足

 

五
月
二
日

・
研
究
公
開　

五
月
二
十
六
日

・
学
年
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

 

七
月
三
日
〜
五
日

・
日
曜
参
観　

八
月
二
十
七
日

　
旅
立
ち
の
季
節
を
前
に
、
新

た
な
る
飛
躍
へ
の
願
い
を
込
め

た
本
年
度
最
後
の
「
雄
峰
」
を

お
届
け
し
ま
す
。
一
年
間
、
御

理
解
・
御
協
力
を
賜
り
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
一
年
部
）

編
　
集
　
後
　
記

　
卒
業
記
念
品
紹
介

　
平
成
二
十
八
年
度
卒
業
生
の

皆
さ
ん
か
ら
テ
ン
ト
二
張
り
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　 

入
賞
お
め
で
と
う

　戎　和夏さん（3年2組）が
11月24日に東京で行われた第
68回高円宮杯全日本中学校英

語弁論大会決勝予選大会（第3部南部日本地
区代表決定予選）に出場しました。タイトルは
Can You Make Happiness ？（幸せは歩い
てこない）です。鹿児島県代表（3名）の1人
として堂 と々スピーチしました。

【
英
語
】

第
六
十
八
回
高
円
宮
杯
中
学
校
英
語

弁
論
大
会
鹿
児
島
県
予
選

第
四
位
 

三
年
 
戎
　
　
和
夏

【
国
語
】

第
六
十
一
回
鹿
児
島
市
中
学
校
生
徒
弁
論
大
会

奨
励
賞
 

三
年
 
下
田
　
　
桜

鹿
児
島
市
席
書
会

奨
励
賞
 

三
年
 
平
川
　
り
え

　
 

 

川
津
　
は
な

　
 

二
年
 
尾
曲
　
　
円

　
 

一
年
 
中
村
ま
り
あ

　
 

　
 

津
曲
　
真
衣

　
 

　
 

今
村
比
奈
ノ

第
六
十
六
回
全
国
小
・
中
学
校
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
鹿
児
島
県
審
査

県
教
育
委
員
会
賞
 
一
年
 
横
山
真
由
凜

佳
作
 

三
年
 
尾
　
　
志
人

第
八
十
四
回
全
国
書
画
展
覧
会

筆
都
大
賞
 

三
年
 
平
川
　
り
え

　
 

　
 

三
隅
　
玲
那

特
選
 

二
年
 
鶴
田
　
悠
甫

　
 

　
 

永
井
友
莉
奈

　
 

一
年
 
安
田
　
千
莉

　
 

　
 

今
村
比
奈
ノ

第
五
十
九
回
県
児
童
生
徒
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

特
選
 

三
年
 
別
枝
　
寛
仁

入
選
 

一
年
 
向
笠
　
剛
木

　
 

 

淵
本
　
梨
心

税
に
つ
い
て
の
作
文

熊
本
国
税
局
長
賞
 
三
年
 
宮
崎
　
桃
花

地
区
連
合
会
会
長
賞
 
三
年
 
川
津
　
は
な

最
優
秀
賞
 

一
年
 
園
田
　
恭
子

第
十
六
回
新
聞
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

二
席
 

一
年
 
住
吉
絵
美
理

三
席
 

二
年
 
山
切
　
菜
緒

　
　
 

一
年
 
小
田
さ
く
ら

第
三
十
六
回
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

鹿
児
島
県
大
会

優
秀
賞
 

一
年
 
田
上
　
　
愛

【
音
楽
】

第
二
十
四
回
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト

　
金
賞
　
　
　
　
　
　  

合
唱
部

第
四
十
三
回
鹿
児
島
県
吹
奏
楽
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
　
金
管
六
重
奏

　
銀
賞
　
　
　
　
　
　
　
吹
奏
楽
部

第
四
十
三
回
鹿
児
島
県
吹
奏
楽
ソ
ロ

コ
ン
テ
ス
ト
　
フ
ル
ー
ト
ソ
ロ

銀
賞
 

一
年
 
西
森
あ
ず
み

県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
「
春
の
祭
典
」

創
作
の
部

リ
コ
ー
ダ
ー
部
門

最
優
秀
賞
 

三
年
 
中
村
　
海
渡

歌
唱
部
門

最
優
秀
賞
 

三
年
 
中
村
　
詩
音

【
美
術
】

県
「
家
庭
の
日
」
絵
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

優
良
賞
 

一
年
 
向
笠
　
剛
木

第
四
十
四
回
J
A
共
催
小
・
中
学
生
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

銀
賞
 

三
年
 
笹
峯
　
薫
佳

　
 

一
年
 
満
留
　
彩
有

銅
賞
 

三
年
 
福
山
　
由
紀

　
 

三
年
 
石
窪
　
鈴
苑

　
 

一
年
 
安
藤
　
莉
央

【
技
術
】

環
境
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
二
〇
一
六
中
学
部
門

優
秀
賞
 

三
年
 
上
村
　
莉
乃

学
校
団
体
優
秀
賞

【
部
活
動
・
運
動
部
】

第
四
十
五
回
中
学
校
新
人
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

　
第
三
位
　
　
　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

（
お
詫
び
と
訂
正
）

　
雄
峰
一
四
六
号
（
平
成
二
十
八
年
十

一
月
二
十
九
日
発
行
）
八
面
「
入
賞
お

め
で
と
う
」
の
英
語
の
欄
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
本
号
掲
載
の
通

り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

“3年生へサプライズのプレゼント”“3年生へサプライズのプレゼント”

　1月19日，3年生全員へ合格祈願のお守
りが配られました。附中のシンボルである7本
の銀杏の木の葉に生徒たちの未来の幸せと，
志をもって力強く生きていってくれることを願い，
学年主任山内先生を中心に199枚手作りで作
成されました。

3年生に感謝の気持ちを伝えます
1・2年生， 始動 !  

3年生に感謝の気持ちを伝えます
1・2年生， 始動 !  

　1月25日，「卒業生を囲む会立ち上げ式」が行われ
ました（1面写真）。生徒会本部からスローガンが発表
され，壁画製作委員会による今年の壁画のコンセプト
の説明がありました。「これまでの感謝の思いを形として
表すのがこの壁画です。ピース1つ1つに魂を込めて
作っていきましょう。」と声をかけました。タンホイザー
行進曲全体パートリーダーの挨拶に続き，2年生パート
リーダー全員によるタンホイザー行進曲合唱が会場に
響きました。3月13日「卒業生を囲む会」，3月14日「卒
業式」では，共に歩んだ1・2年生の思いをしっかり
と受けとめ，3年生も力強く次のステージへ進み
始めることでしょう。

　本校では高校入試
が近づくと，先輩が
後輩へ合格祈願の
メッセージを届けると
いう伝統が受け継が
れています。今回も
私立高校入試直前の
1月21日，3年生の
各クラスに昨年度の
卒業生が集まり，黒
板に様々なメッセー
ジを残してくれました。「諦めずに自信をもっ
て」「今が一番大変な時期！！体調管理をしっ
かり」などのあたたかい言葉をいただいてい
ます。また，黄色いチューリップが贈られ，そ
れぞれの教室に彩りを添えました。

   建設会社で活躍中の本校卒業生による講演会が開催されました。冬
晴れのもとドローンを使った3年生の人文字撮影が行われた後, 体育館

では活用事例の紹介やドローンで実現する未来の
話を聞き, 想像から創造し自ら発信していくことの大
切さを学びました。生徒たちの新たなアイデアを募
るコンテストも開かれています。講演後には操縦体
験もあり, 体育館は歓声と笑顔で溢れていました。

H29.2.3（金）Drone Innovation 2017

輝く軌跡
この学舎を礎に  いざ ！

　
皆
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
や
清
掃

活
動
で
附
中
の
朝
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。「
自
主
的
な
活
動
が

定
着
し
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
！
」
と
お
褒
め
の
言
葉

を
も
ら
う
こ
と
も
度
々
あ
り
ま

す
。
そ
の
お
陰
で
皆
が
気
持
ち

よ
く
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
車
の
マ

ナ
ー
向
上
も
効
果
が
上
が
り
、

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
附
中
で
の
学
校
生

活
を
ど
ん
な
気
持
ち
で
過
ご
し

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
心
の
隅
で

は
、
勉
強
や
学
校
で
の
活
動
が

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
人
も
附
中
を

離
れ
て
初
め
て
「
附
中
の
良
さ
」

が
分
か
り
ま
す
。
こ
こ
で
体
験

し
た
難
儀
な
こ
と
も
嬉
し
い
こ

と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
一
生
の
宝

物
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
様
々
な
体
験
を
通

し
て
自
分
の
心
を
豊
か
に
し
、

人
に
優
し
い
人
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

七
月
三
日
〜
五
日

・
日
曜
参
観

八
月
二
十
七
日

輝く軌跡
この学舎を礎に  いざ ！
輝く軌跡
この学舎を礎に  いざ ！
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他人思いで笑
顔を大切にす
る小学校教師

北薗　希

人にしっかり
と伝えられる
報道！

河村ゆり子

多くの人を救
い，「自律」で
きる医師

鬼丸妃奈子

みんなを笑顔
にする内科医
になる！

奥浦　萌花

人の役に立て
るような仕事
に就く

榎元　琳子

子どもの話を
受けとめられ
る学校の先生

有村　美英

誰かの幸せに
つながる仕事
をする

有留　和花

「
三
年
生
へ
贈
る
言
葉
」

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

安
田　

勇
市

　
卒
業
ま
で
あ
と
僅
か
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
行
進
曲
に
迎
え
ら
れ
た
入
学

式
の
こ
と
が
、
昨
日
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
君
た
ち
は
、
自
分
で
は
気

付
い
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
こ
の
三
年
間
で
、
心
身
共
に

見
違
え
る
ほ
ど
成
長
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、自
慢
で
き
る
ほ
ど
。
私
は
、

様
々
な
行
事
を
通
じ
て
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
真
理
、
理
想
、
自
律
、

誠
実
、
友
愛
、
剛
健
、
雄
飛
の
七
つ
の
校
訓
を
見
事
に
実
践
し
て
い
る

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

　
こ
の
成
長
を
遂
げ
ら
れ
た
君
た
ち
な
ら
、
こ
れ
か
ら
の
如
何
な
る
試

練
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
成
長
を
遂
げ
ら
れ
た
の

は
、
君
た
ち
個
々
の
力
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
方
の
御
指
導
が

あ
り
、
友
人
と
共
に
歩
ん
だ
か
ら
な
の
で
す
。
附
中
で
出
会
っ
た
師
と

友
は
、
一
生
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
長
い
人
生
、
再
び
、
師
に
教
え
を

乞
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
友
は
、
時
に
は
ラ
イ
バ
ル
と
な
り
、
時

に
は
良
き
理
解
者
と
な
る
で
し
ょ
う
。
附
中
で
学
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
日
が
必
ず
訪
れ
る
は
ず
で
す
。

　
最
後
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。『
七
つ
の
校
訓
を
胸
に
刻
み
、
自
信
を

も
っ
て
、
誇
り
を
も
っ
て
、
大
き
く
未
来
へ
羽
ば
た
く
若
き
鷹
と
な
れ
！
』

　
「
重
く
て
ご
め
ん
」

三
年
学
年
主
任　

山
内　
　

誠

　
あ
る
晩
、
男
が
夢
を
見
た
。
彼
は
神
と
一
緒
に
浜
辺
を
歩
き
、
自

分
の
生
涯
を
見
た
。
人
生
の
ど
の
場
面
に
も
、
二
人
分
の
足
跡
が
残
さ

れ
て
い
た
。
一
つ
は
自
分
の
も
の
、
も
う
一
つ
は
神
の
足
跡
。
最
後
の

場
面
で
、
彼
は
も
う
一
度
足
跡
を
遡
っ
た
。
よ
く
見
る
と
、
所
々
で
足

跡
が
一
人
分
だ
け
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
き

の
足
跡
だ
っ
た
。
神
に
尋
ね
た
。
い
つ
も
私
と
一
緒
に
い
る
と
約
束
し

た
の
に
、
あ
な
た
を
必
要
と
し
た
と
き
、
私
を
一
人
に
さ
れ
た
の
で
す

か
。
神
は
答
え
た
。
私
は
決
し
て
離
れ
な
い
。
苦
し
み
の
と
き
、
足
跡

が
一
人
分
な
の
は
、
私
が
お
前
を
背
負
っ
て
歩
い
た
か
ら
だ
。

　
私
は
こ
の
詩
が
好
き
だ
。
独
り
よ
が
り
な
私
は
、
自
分
が
生
徒
を

背
負
っ
て
歩
こ
う
と
意
気
込
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
大
き
な
勘

違
い
だ
っ
た
。
台
北
教
育
大
と
の
交
流
。
能
動
的
な
運
動
会
や
文
化
祭
。

ど
の
場
面
を
振
り
返
っ
て
も
、
自
ら
よ
り
よ
い
未
来
を
創
り
出
そ
う
と

す
る
生
徒
た
ち
が
誇
ら
し
か
っ
た
。

　
い
っ
だ
ま
し
い
を
入
れ
て
、
協
働
し
て
き
た
か
ら
今
が
あ
る
。
協
力

し
て
く
だ
さ
る
保
護
者
の
お
陰
で
勇
気
が
も
て
た
。
多
く
の
支
え
の
中

で
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
。
ど
う
や
ら
背
負
わ
れ
て
い
た
の
は
、
私
自
身

の
よ
う
だ
。
重
く
て
ご
め
ん
。

たくさんの人
を感動させる
デザイナー

日高理々香

出版物を陰で
支える校正者

西村　純玲

置かれた場所
で一生懸命努
力する人！

中村優貴英

人を幸せにで
きる臨床心理
士

武田　萌花

みんなを幸せ
にさせる人に
なる！

髙﨑　聡花

周りの人の為
に動いて笑顔
をつくりたい

瀬野　美羽

みんなに優し
い医師になり
たい

小戝　嬉乃

みんなを笑顔
にする優しい
人になりたい

増田　百香

人を笑顔にす
るような仕事
に就きたい！

馬込姫奈乃

人を笑顔にし
て幸せにする
人になる

本坊　桃菜

人を笑顔にす
る仕事がした
い

渡邉なな美

テレビや映画
に関われる仕
事に就く！

有倉　理子

人に笑顔や感
動を届けられ
るダンサー

山田　侑佳

みんなを助け
られるような
警察官

安田光太郎

人の生活を幸
せにする仕事
をしたい

森山　京駿

自然に周りを
笑顔にできる
人

森山　航希

なんでも作れ
るエンジニア
になる

森野　颯

周りの人を幸
せにすること
ができる人

宮屋敷優太

常識と良識あ
る人間になる

松田　康誠

他人のことを
第一に考えら
れる医者

益滿　諒

生活の中で役
に立つ機械を
作りたい

前田　翔太

誰かの支えに
なるような人
になりたい

萩原竣太郎

人を幸せにで
きるような人
になる

玉川　龍佑

周りから信頼
される人

田中　大貴

グローバルな
人材になる

杉本幸汰朗

みんなを明る
く笑顔にでき
る人になる！

下吹越達也

忍者屋敷を自
分で設計して
住む

下田代陽大

誰かのために
全力になれる
人になりたい

桑波田紘平

自分が好きな
ことを仕事に
する

　通　大雅

誰からも頼ら
れるビッグな
“男”！！

京田　悠

やりがいを
もって生きる

尾堂　佑介

見聞を広め，
可能性を追求
したい

大山　貴之

人を笑顔にし
て笑顔にされ
る臨床心理士

池滿龍之介

担任 西山　泰佑先生

人生の財は友なり
副担任 伊藤　彰郎先生

明日は明日の風が吹く

3 年 1 組

子どもたちに
希望を与える
小児科医

篠原　佳歩

人と物を大切
にし，価値が
わかる編集者

　郷　希咲

人を元気にす
る医療の仕事
に就きたい

槐島日奈子

みんなに愛さ
れるアナウン
サーになる

川津　はな

患者さんを笑
顔にできる薬
剤師になる

大庭　桜子

人の一瞬も一
生も大切にす
るプランナー

大迫　陽詩

子どもの夢を
守るマンガ家
になりたい

有馬　爽華

みんなの役に
立ち笑顔にで
きる人になる

納瀬　唯

自分の正義を
貫く，強い刑
事

塗木　智早

自分の好きな
ことを生かせ
る仕事に就く

西田　絢翔

人を幸せにす
るブライダル
スタイリスト

外島　亜依

たくさんの動
物を救える獣
医師になる

高崎　凜音

患者さんに寄
り添い共に歩
んでいく医師

末永　圭菜

高い技術と思
いやりのある
医師になる

篠原　七海

自分が本当に
やりたいこと
をみつける

三隅　玲那

明るく，笑顔
で生徒に接す
る教師

肥田　知佳

たくさんの人
を笑顔にでき
る精神科医

萩　華佳

人のために頑
張れる人にな
りたい！

米満　絢音

開発途上国の
人々の支えに
なりたい

山岸菜々未

周囲に幸せを
与えられる人
になりたい

三輪　聡美

自分のやりた
いことを思い
っきりやる！

　橋　蓮

バイクで日本
一周！！

安田　祥矢

世界の常識を
変えるゲーム
クリエイター

森　響輝

人を幸せにで
きる強さをも
った警察官

妙圓園陸生

一事を成して
悠久の時に生
きる…

松枝　克成

冷静な目と熱
い心を持つ前
向きな国際人

別枝　寛仁

人々の生活を
豊かにする総
合商社の人

蛭川　雄希

誇れる人にな
り，悔いなき
人生を歩む！！

久永　隆弘

人の人生に大
きく関われる
ような存在

濵田真之介

周りの人に頼
られる，優し
い人間になる

富岡　慈英

暮らしに役立
つ情報を伝え
る仕事に就く

德田幸太朗

みんなを笑顔
にするカウン
セラー

坪田　天

人から信頼さ
れるような人
になりたい

恒成　一慶

乗客が快適な
旅を過ごせる
列車の運転士

髙瀬　颯汰

夢に向かって
飛んでいける
パイロット

　　一矢

たくさんの人
から信頼され
る人になる

新地　勇大

人々を豊かに
できるプログ
ラマー

柴田康太郎

IT関係の仕事
に就いて技術
を高めたい

坂元　健格

困った人を助
けられるよう
になりたい

川原園健太

物事をしっか
りと判断でき
る警察官

折田　優樹

担任 德永　賢子先生

朝の来ない夜はない
副担任 久德　晋也先生

継続は力なり

3 年 3 組

赤ちゃんを守
ることができ
る助産師

宇都山花奈

みんなに頼り
にされる保健
師

井手上未佳

みんなに信頼
され笑顔あふ
れる薬剤師

石川　凜音

安楽死を認め
ず，どんな命
も救う獣医

安藤　燦瑚

いつも笑顔を
忘れない明る
い客室乗務員

有水優莉奈

どんな人にも
信頼される薬
剤師

　松　翔子

患者の痛みを
分かってあげ
られる医者

野添希優菜

人として尊敬
される皮膚科
医

垂野万由子

たくさんの人
の命を救う医
師

関　　美来

多くの人を笑
顔にする心理
カウンセラー

上村　莉乃

常に技術を追
究し続ける診
療放射線技師

奥　愛里

思いやりを世
界中に与える
国連職員

　　和夏

生徒を愛し愛
される先生

榎元愛花梨

正確かつ安全
に誘導できる
航空管制官

宮崎　桃花

生徒から信頼
される，優し
い教師

峯元美結夏

常に笑顔を絶
やさず，人の
ために動く人

平川　りえ

どんな人の声
も心で聞き，
心で返す人

余　美央

鹿児島に貢献
でき，信頼性
のある人

山下　愛加

患者さんに信
頼される薬剤
師

山口　舞花

患者の苦しみ
に寄り添える
優しい医者

横山　佳彦

飼い主と動物
を笑顔にする
獣医

柳田　容伸

何でも丁寧に
取り組み手を
抜かない人

安田　壮太

患者から信頼
される腕をも
つ医師

宮川　吹輝

善悪を見極め
誰一人も泣か
せない弁護士

松元　維吹

自分らしく人
を幸せにでき
る大人

松尾　山雄

人を喜ばせら
れる料理人に
なる

馬場　晴也

人々に役立つ
ものを作るエ
ンジニア

原田　隆成

芯の通った，
人に安心を与
える薬剤師

野元　春成

患者さんに寄
り添い強く信
頼される医師

西村　幸晴

子どもが怖が
らず安心でき
る歯科医

中村鷹太郎

公平性のある
司法制度改革
の実施

田中啓太郎

いつもボラン
ティア精神を
大切にする人

下堂薗弘起

信頼され，安
心感を与えら
れる外科医

島元　恒星

患者に安心を
与え，信頼さ
れる薬剤師

坂本和乃音

困っている人
の役にたつ仕
事をする人

窪田　裕仁

患者さんを笑
顔にする新薬
の研究者

川口　海都

何度でも挑戦
し続ける宇宙
開発技術者

岩元　　人

どんな怪我・
病気も治す優
しい獣医

池田　健登

笑顔を生み出
すゲームクリ
エイター

飯森　祐太

担任 川原　武敏先生

なりたいものになれ！
副担任 山内　誠先生

We are something...

3 年 2 組

る助産師

　
卒
業
ま
で
あ
と
僅
か
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
行
進
曲
に
迎
え
ら
れ
た
入
学

で
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
。
ど
う
や
ら
背
負
わ
れ
て
い
た
の
は
、
私
自
身

の
よ
う
だ
。
重
く
て
ご
め
ん
。

～7つの校訓を胸に輝け～
　
卒
業
ま
で
あ
と
僅
か
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
行
進
曲
に
迎
え
ら
れ
た
入
学

式
の
こ
と
が
、
昨
日
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
君
た
ち
は
、
自
分
で
は
気

付
い
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
こ
の
三
年
間
で
、
心
身
共
に

見
違
え
る
ほ
ど
成
長
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、自
慢
で
き
る
ほ
ど
。
私
は
、

様
々
な
行
事
を
通
じ
て
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
真
理
、
理
想
、
自
律
、

誠
実
、
友
愛
、
剛
健
、
雄
飛
の
七
つ
の
校
訓
を
見
事
に
実
践
し
て
い
る

よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

　
こ
の
成
長
を
遂
げ
ら
れ
た
君
た
ち
な
ら
、
こ
れ
か
ら
の
如
何
な
る
試

練
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
成
長
を
遂
げ
ら
れ
た
の

は
、
君
た
ち
個
々
の
力
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
方
の
御
指
導
が

あ
り
、
友
人
と
共
に
歩
ん
だ
か
ら
な
の
で
す
。
附
中
で
出
会
っ
た
師
と

友
は
、
一
生
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
長
い
人
生
、
再
び
、
師
に
教
え
を

乞
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
友
は
、
時
に
は
ラ
イ
バ
ル
と
な
り
、
時

に
は
良
き
理
解
者
と
な
る
で
し
ょ
う
。
附
中
で
学
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
日
が
必
ず
訪
れ
る
は
ず
で
す
。

最
後
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。『
七
つ
の
校
訓
を
胸
に
刻
み
、
自
信
を

も
っ
て
、
誇
り
を
も
っ
て
、
大
き
く
未
来
へ
羽
ば
た
く
若
き
鷹
と
な
れ
！
』

　
「
重
く
て
ご
め
ん
」

　
あ
る
晩
、
男
が
夢
を
見
た
。
彼
は
神
と
一
緒
に
浜
辺
を
歩
き
、
自

分
の
生
涯
を
見
た
。
人
生
の
ど
の
場
面
に
も
、
二
人
分
の
足
跡
が
残
さ

れ
て
い
た
。
一
つ
は
自
分
の
も
の
、
も
う
一
つ
は
神
の
足
跡
。
最
後
の

場
面
で
、
彼
は
も
う
一
度
足
跡
を
遡
っ
た
。
よ
く
見
る
と
、
所
々
で
足

跡
が
一
人
分
だ
け
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
き

の
足
跡
だ
っ
た
。
神
に
尋
ね
た
。
い
つ
も
私
と
一
緒
に
い
る
と
約
束
し

た
の
に
、
あ
な
た
を
必
要
と
し
た
と
き
、
私
を
一
人
に
さ
れ
た
の
で
す

か
。
神
は
答
え
た
。
私
は
決
し
て
離
れ
な
い
。
苦
し
み
の
と
き
、
足
跡

が
一
人
分
な
の
は
、
私
が
お
前
を
背
負
っ
て
歩
い
た
か
ら
だ
。

　
私
は
こ
の
詩
が
好
き
だ
。
独
り
よ
が
り
な
私
は
、
自
分
が
生
徒
を

背
負
っ
て
歩
こ
う
と
意
気
込
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
大
き
な
勘

違
い
だ
っ
た
。
台
北
教
育
大
と
の
交
流
。
能
動
的
な
運
動
会
や
文
化
祭
。

ど
の
場
面
を
振
り
返
っ
て
も
、
自
ら
よ
り
よ
い
未
来
を
創
り
出
そ
う
と

す
る
生
徒
た
ち
が
誇
ら
し
か
っ
た
。

　
い
っ
だ
ま
し
い
を
入
れ
て
、
協
働
し
て
き
た
か
ら
今
が
あ
る
。
協
力

し
て
く
だ
さ
る
保
護
者
の
お
陰
で
勇
気
が
も
て
た
。
多
く
の
支
え
の
中

　
卒
業
ま
で
あ
と
僅
か
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
行
進
曲
に
迎
え
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入
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が
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の
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に
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ま
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。
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は
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自
分
で
は
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い
て
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な
い
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も
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い
で
す
が
、
こ
の
三
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間
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心
身
共
に

見
違
え
る
ほ
ど
成
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し
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
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慢
で
き
る
ほ
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は
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通
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感
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真
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理
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、
剛
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を
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如
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で
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中
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出
会
っ
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は
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一
生
も
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で
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長
い
人
生
、
再
び
、
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に
教
え
を

乞
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
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友
は
、
時
に
は
ラ
イ
バ
ル
と
な
り
、
時

に
は
良
き
理
解
者
と
な
る
で
し
ょ
う
。
附
中
で
学
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
日
が
必
ず
訪
れ
る
は
ず
で
す
。
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、
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未
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あ
る
晩
、
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が
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を
見
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は
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と
一
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に
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を
歩
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、
自
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を
見
た
。
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の
ど
の
場
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も
、
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の
、
も
う
一
つ
は
神
の
足
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努
力
し
て
も
成
功
す
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
が
、
成
功
し
て
い
る
人

は
皆
努
力
し
て
い
ま
す
。
仲
間
を

大
切
に
、
日
々
の
練
習
に
励
み
、

愛
さ
れ
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
を
目

指
し
て
く
だ
さ
い
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

前
部
長
　
北
薗
　
希

　
部
活
動
は
楽
し
い
で
す
か
？
部

活
動
が
で
き
る
時
間
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
人
一
人
が
目
標
を

も
っ
て
、
貴
重
な
時
間
、
仲
間
を

大
切
に
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

陸
上
競
技
部

前
部
長
　
福
田
　
紅
菜

剣
道
部前

部
長
　
妙
圓
園
陸
生

　
今
、
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
か
？
市
総
体
や
県
総

体
の
優
勝
旗
を
こ
の
附
属
中
に

持
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ

て
い
ま
す
。
目
指
せ
九
州
、
目
指

せ
全
国
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

前
部
長
　
安
田
　
祥
矢

　
創
作
は
、
描
き
続
け
る
こ
と
で

新
し
い
世
界
が
生
ま
れ
る
と
私
は

思
い
ま
す
。
自
分
の
個
性
を
信

じ
、
諦
め
ず
に
挑
戦
し
続
け
て
く

だ
さ
い
。
新
た
な
作
品
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

美
術
部前

部
長
　
三
隅
　
玲
那

　
見
違
え
る
ほ
ど
に
強
く
な
っ
て

い
て
、
僕
た
ち
は
と
て
も
誇
ら
し

く
思
い
ま
す
。
そ
の
頑
張
り
は
必

ず
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
、

部
活
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
！

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

前
部
長
　
松
元
　
維
吹

　
目
標
を
も
ち
、
全
力
を
尽
く
し

ま
し
ょ
う
。
練
習
で
で
き
な
い
こ

と
は
本
番
で
も
で
き
ま
せ
ん
。
自

ら
試
合
を
つ
く
り
、
毎
日
の
積
み

重
ね
を
大
切
に
。
三
年
生
十
人
で

見
守
っ
て
い
ま
す
。

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

前
部
長
　
武
田
　
萌
花

　
ど
ん
な
に
厳
し
い
局
面
で
あ
っ

て
も
、
熱
い
お
も
い
が
あ
れ
ば
、

実
力
は
発
揮
で
き
る
は
ず
で
す
。

「
楽
し
む
」
と
い
う
気
持
ち
を
大

切
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

テ
ニ
ス
同
好
会

前
部
長
　
帖
佐
　
拓
真

　
自
分
で
決
め
た
事
は
一
つ
で
も

い
い
か
ら
、
大
会
で
そ
の
努
力
が

実
る
よ
う
な
練
習
を
し
て
、
満
足

の
い
く
よ
う
な
結
果
を
あ
き
ら
め

ず
、
追
い
か
け
て
く
だ
さ
い
。

水
泳
同
好
会

前
部
長
　
窪
田
　
裕
仁

　
日
々
の
練
習
・
生
活
を
大
切
に

で
き
て
い
ま
す
か
。
コ
ー
ト
の
中

と
外
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ト
に
忘
れ
物
を
し
な
い
よ
う

華
や
か
に
厳
か
に
、
全
員
で
バ
ス

ケ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

前
部
長
　
水
流
み
ほ
こ

　
最
高
の
チ
ー
ム
、
そ
れ
は
粘
り

強
く
、
そ
し
て
常
に
応
援
さ
れ
る

チ
ー
ム
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な

に
苦
し
い
と
き
で
も
乗
り
越
え
た

先
に
勝
利
が
必
ず
見
え
て
き
ま

す
。
ガ
ン
バ
レ
！

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

前
部
長
　
川
口
　
海
都

　「
同
じ
や
る
な
ら
全
力
で
」
私

は
こ
の
言
葉
を
胸
に
部
活
動
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。
最
も
大
切
な
の

は
仲
間
と
の
絆
。
仲
間
を
大
切
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
ず
っ
と
応

援
し
て
い
ま
す
！

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

前
部
長
　
峯
元
美
結
夏

　
皆
さ
ん
調
子
は
ど
う
で
す
か
。

卓
球
は
、
才
能
で
は
な
く
努
力
で

す
。
一
年
で
自
分
を
変
え
ら
れ
ま

す
。
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、
男

女
共
に
県
総
体
出
場
へ
向
け
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

卓
球
部

前
部
長
　
松
尾
　
山
雄

　
こ
の
仲
間
と
な
ら
、
共
に
目
標

に
立
ち
向
か
え
る
。
そ
う
思
え
る

仲
間
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
今

の
十
六
名
に
こ
そ
、
言
え
る
言
葉

で
す
。
卒
業
し
て
も
、
近
況
報
告

を
待
っ
て
い
ま
す
。

軟
式
野
球
部

前
部
長
　
別
枝
　
寛
仁

　
つ
ら
い
時
も
あ
る
と
思
う
け
ど
、

努
力
は
人
を
裏
切
り
ま
せ
ん
。「
応

援
さ
れ
る
部
」
を
目
指
し
て
、
コ

ン
ク
ー
ル
金
賞
の
た
め
に
、
精
一

杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し

て
い
ま
す
！

吹
奏
楽
部

前
部
長
　
井
手
上
未
佳

　
苦
し
い
時
、
顔
を
上
げ
れ
ば
必

ず
仲
間
が
い
ま
す
。「
勇
往
邁
進
」

の
意
味
通
り
、
目
標
に
向
か
っ
て

歩
み
続
け
て
く
だ
さ
い
。
君
た
ち

な
ら
絶
対
に
で
き
る
。
今
ま
で
あ

り
が
と
う
。

サ
ッ
カ
ー
部

前
部
長
　
益
滿
　
諒

　
常
に
歌
う
こ
と
の
楽
し
さ
を
感

じ
な
が
ら
練
習
を
行
い
、
来
年

は
、
今
ま
で
以
上
に
聴
い
て
く
だ

さ
る
人
に
感
動
を
届
け
ら
れ
る
合

唱
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。 合

唱
部前

部
長
　
北
沢
日
向
季

　「
自
分
た
ち
も
楽
し
ん
で
演
技

す
る
こ
と
」
こ
れ
が
私
が
二
年
半

の
間
、
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
で

す
。
楽
し
み
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
ま

で
、
あ
り
が
と
う
。

演
劇
部

前
部
長
　
石
橋
　
愛
菜

先
生
の
中
学
時
代
！

頑
張
れ
ば
感
動一

年
一
組
担
任

追
立
　
直
也

　「
頑
張
れ
ば
感
動
」
そ
う
書

か
れ
た
横
断
幕
を
見
な
が
ら
、

と
に
か
く
必
死
に
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
た
三
年
間
で
し
た
。

　
中
学
校
時
代
は
、
一
学
年
三

十
人
近
く
い
る
サ
ッ
カ
ー
部
の

中
で
、
ど
う
せ
や
る
の
な
ら
レ

ギ
ュ
ラ
ー
に
な
り
た
い
、
色
々
な

大
会
で
優
勝
し
た
い
と
い
う
思

い
で
サ
ッ
カ
ー
に
あ
け
く
れ
て
い

ま
し
た
。

　
何
か
を
一
生
懸
命
に
す
る
こ

と
は
カ
ッ
コ
悪
い
。
そ
う
も
思
っ

て
し
ま
う
中
学
時
代
に
一
生
懸

命
に
な
れ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の

自
分
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
の
時
か
ら
教
員
に
な
り
、

サ
ッ
カ
ー
の
指
導
者
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
た
私
の
夢
は
、

附
中
で
叶
い
ま
し
た
。
だ
か
ら

こ
そ
新
た
な
夢
に
向
か
っ
て
頑

張
り
、
感
動
を
味
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
闘
う
相
手
は
君
た
ち

よ
り
強
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん

な
時
は
仲
間
を
信
じ
て
く
だ
さ

い
。
素
振
り
の
数
が
自
分
の
自
信

に
つ
な
が
り
ま
す
。
先
輩
一
同
応

援
し
て
い
ま
す
。

笑顔あふれる
元気な幼稚園
教諭

北沢日向季

努力を怠らず，
日々前進する
人になる

小川　璃子

他人に尽くし
努力を惜しま
ない外交官

岡部　綺音

読書家の，何
でも演じられ
る舞台女優

飯伏　茉由

正確な診断を
下す病理専門
医！！！！

石窪　鈴苑

人の役に立て
て必要とされ
る人になる

石井　佑季

目標を持って
努力し続けら
れる人

浅川　佳音

国際関係の仕
事に就いて世
界を平和に！

中村　詩音

人の心を深く
理解できる人
になりたい

手　　美怜

みんなが行き
たくなる病院
を建てる！！

水流みほこ

世界をつなぐ
外交官になる
！！！

津曲　まや

楽しい授業が
できる英語の
先生になる！

田原まつり

どんなけがで
も治せるスポ
ーツドクター

高風　桜子

近江神宮でか
るたをする

北山湖胡音

たくさんの人
に幸せを届け
る仕事をする

宮路ひなの

患者さんに信
頼される薬剤
師

藤本　梨花

信頼してもら
えるスポーツ
トレーナー

福田　紅菜

常に新たなも
のを創造して
いきたい

米田　昌生

人を思いやる
薬剤師になる
！！

湯田　真琳

挑戦しつづけ
る人生を歩み
たい

森内　杏

周りの雰囲気
を明るくでき
る人

和田　蒼矢

人から愛され
て夢を与える
プロ野球選手

松元　空蒼

家族と猫を温
かで幸せにで
きる銀行員

前田　大和

乗客が安心で
きるパイロッ
トになりたい

星原　宇志

己をもち，自
分が納得でき
る人生を歩む

平川　優斗

多彩な知識で
患者に信頼さ
れる薬剤師

　川　弘修

たくさんの人
を助け，信頼
される医師

中村　　己

人の役に立つ
仕事に就きた
い

中間　大貴

おいしい薬を
つくれる薬剤
師

中間　貴昭

自分の道を自
分で切り開い
ていける人

中仮屋温大

科学者として
テクノロジー
を支える

堤　光翼

ガンを100％
治す医師！

　　展宏

読んだ人に希
望を与えられ
る記者

田嶋　亮人

来た人みんな
に笑顔を与え
る薬剤師

近藤　才人

世界中の人々
をガンから救
う外科医

藏原　啓介

自分の行動に
自信が持てる
人になる

川﨑　怜

町の安全と人
の笑顔を守る
消防士

上村　拓人

人の幸せをつ
くる医師にな
りたい

尾　　志人

大学教授にな
り日本経済を
豊かにする

内田　陽土

公平な目で人
の罪をしっか
り裁く検察官

荒田　健友

担任 竹下　洋一先生

「優しさ」を共有
副担任 黒住　健史先生

七転び八起き

3 年 5 組

常に向上しよ
うと努力する
外科医！

笹峯　薫佳

思いやりのあ
る，公明正大
な裁判官

坂元　千帆

患者を元気づ
ける薬剤師

小藤　侑香

海外で芸術家
として舞台を
制作する

貴島　真子

人一倍，努力
を重ねるキャ
リアウーマン

今村　優佳

人々の役に立
つ職業に就き
たい

伊藤和賀子

人を笑顔にで
きる職業に就
きたい

石橋　愛菜

毎日笑顔で頑
張る，優しい
薬剤師

福山　由紀

自分にしかで
きないような
仕事をする

吹留　史恵

自分がやりが
いを感じる職
に就く

日髙　礼音

音楽でみんな
の笑顔の花を
咲かせる♪♪

畠山　璃瑠

多くの命を救
う研究医にな
りたい！！

帖佐　美佑

人の為に動け
るようになり
たいです

田坂　恵鈴

人から信頼さ
れる小学校の
先生！

下田　桜

人を助けられ
るような仕事
をしたい

圓山　菜月

誰からも信頼
される教師に
なりたい

堀之内みのり

おいしい野菜
を作る農業経
営者になる！

穗滿　夏希

患者さんの笑
顔をつくる看
護師

領木　奈央

大企業に入っ
て人の役に立
つ仕事をする

矢野ことみ

生徒から信頼
される教師

南野　純乃

個性を発揮で
きる職業に就
きたい

脇元　　輔

周りに気を配
れる人になり
たい

横山　晴樹

誰かのために
働ける人にな
りたい

山田　巧

新しい技術を
開発するエン
ジニア

山下晋次郎

たくさん稼げ
るやりたい仕
事をする

村中　寧生

技術革命を起
こす技術者

村岡　諒

卓球関係の仕
事に就きたい

向井　大和

何事にも動じ
ず適切な判断
を下す救命医

美坂　玲壮

人の役にたて
るサラリーマ
ンになる

正　樹人

人を救えるよ
うなやさしい
警察官

福永修一郎

教師になって
仲の良い学級
をつくること

福田　大起

医者になって
多くの人を救
う

中村　海渡

テニス実業団
に入団し全国
大会に出る

帖佐　拓真

心の広い建築
士

新留　都夢

多くを学び，
何事にも挑戦
し続ける人

坂元　理音

1人でもいい
から誰かを笑
顔にする仕事

郡司　蒼

いろいろな人
の役に立てる
人になりたい

北村　拓也

いろんな人に
信頼される公
務員になる！

内村　博宣

動物の命につ
いて考えられ
る獣医になる

池田　大剛

アメリカで外
科医として働
きたい

有上　陸

担任 塩入　俊郎先生

信頼される人になれ！
副担任 久德　晋也先生

変化を恐れず前へ！

3 年 4 組

附中魂でがんばります！

先輩か
らのメッセージ

附中魂！

情熱のバトンタッチ情熱のバトンタッチ

附中魂附中魂！！
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副
会
長　

西
本
紀
一
郎

　

昨
年
度
は
監
事
と
し
て
、
本

年
度
は
副
会
長
と
し
て
P
T
A

活
動
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
最
低
限
の
役
割
を
果

た
す
の
が
精
一
杯
で
し
た
が
、

そ
の
中
で
P
T
A
専
門
部
や
学

年
部
の
役
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
先
生
方
の
思
い
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
P
T
A
と
は

無
縁
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
二

年
間
で
必
要
性
や
重
要
性
を
感

じ
、
親
と
し
て
の
気
付
き
も
得

ら
れ
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
学
校
を
含
め
た
地
域
と

の
関
わ
り
方
な
ど
、
自
身
の
仕

事
の
進
め
方
に
も
、
大
き
な
学

び
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

井
上　

恒
治

　
本
年
度
も
会
員
の
皆
様
に
は

P
T
A
活
動
に
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
併
せ
て
本
校
の
よ

き
伝
統
と
も
い
え
る
保
護
者
の
皆

様
の
積
極
的
な
姿
に
、
そ
し
て

情
熱
的
な
先
生
方
の
姿
に
深
く

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
学
年
委
員
長　

山
田　

祐
子

　
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン
ギ
ン
」
を

御
存
知
で
す
か
。
生
き
て
い
こ

う
と
す
る
ペ
ン
ギ
ン
の
群
れ
の

中
で
最
初
に
海
に
飛
び
込
む
ペ

ン
ギ
ン
。
日
本
語
な
ら
「
進
取

の
精
神
」
と
い
え
る
よ
う
で
す
。

P
T
A
活
動
を
す
る
中
で
、

こ
の
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン
ギ
ン
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

力
不
足
を
感
じ
る
こ
と
ば
か
り

で
し
た
。
し
か
し
、
一
緒
に
飛

び
込
ん
で
く
れ
る
仲
間
と
、
導

い
て
く
だ
さ
る
先
生
方
に
支
え

ら
れ
、
貴
重
な
経
験
を
積
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
振
り
返
っ

て
み
る
と
感
謝
の
一
年
で
し
た
。

二
学
年
委
員
長　

岩
重
千
佳
子

　

先
輩
に
憧
れ
、
見
習
う
一
年

間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、

自
分
が
「
先
輩
」
と
呼
ば
れ
る

立
場
に
な
り
、
日
々
の
活
動
の

中
で
中
堅
学
年
と
し
て
の
責
任

の
重
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
学
級
、
学
年
に
与
え
ら
れ

る
課
題
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
み
、
悩
み
な
が
ら
、
ぶ
つ
か

り
な
が
ら
も
解
決
し
た
時
の
達

成
感
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い

　
十
一
月
二
十
五
日
、
五
・
六

校
時
に
「
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
三
年
生
全
員
を
対
象
に

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

師
は
財
務
省
職
員
の
當
間
和
幸

さ
ん
と
二
宮
悦
郎
さ
ん
。
財
政

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
附
P
連

と
財
務
省
が
児
童
生
徒
向
け
に

開
発
し
、
昨
年
度
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
経
済
と
財
政
に
関

す
る
授
業
で
す
。
こ
れ
ま
で
日

本
各
地
で
少
人
数
ま
た
は
学
級

単
位
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

二
百
人
規
模
の
一
斉
授
業
は
初

の
試
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
授
業
は
、
日
本
財
政
の
現
状

に
つ
い
て
解
説
を
聞
い
た
後
、

四
人
グ
ル
ー
プ
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
利
用
し
な
が
ら
「
人
口
百
人

の
日
本
村
」
の
予
算
を
組
む
作

業
へ
展
開
し
ま
す
。
自
分
た
ち

の
日
本
村
の
方
向
性
は
「
低
福

祉
・
低
負
担
」
な
の
か
「
高
福
祉
・

高
負
担
」
な
の
か
。
社
会
保
障

は
？
教
育
は
？
公
共
事
業
は
？

防
衛
は
？
税
金
は
？
そ
し
て
国

　
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
も

つ
附
属
中
学
校
の
さ
ら
な
る
発

展
と
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
、
学
校
と
家
庭

の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
よ
り

充
実
し
た
活
動
と
な
り
ま
す
よ

う
、
今
後
と
も
会
員
の
皆
様
の

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

湯
田　

真
紀

　
今
年
度
も
P
T
A
テ
ー
マ
に

基
づ
き
、
役
員
の
皆
様
を
中
心

に
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
御
理
解
・
御
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
国
の
附
属
学
校
園
の
中
で

も
鹿
児
島
の
活
動
は
胸
を
張
っ

て
発
表
で
き
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
反
面
、
保
護
者
の

マ
ナ
ー
の
低
下
等
、
課
題
も
残
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
と
共
に
成

長
し
続
け
る
P
T
A
活
動
で
あ

り
た
い
と
願
い
ま
す
。

　
最
後
に
御
尽
力
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
、
役
員
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
　

　
日
々
成
長
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
多

く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
一
年
で

し
た
。

一
学
年
委
員
長　

仲
野　

博
子

　

憧
れ
の
附
属
中
に
入
学
し
て

早
一
年
。
様
々
な
行
事
等
を
通

し
て
心
身
共
に
逞
し
く
成
長
し

た
子
ど
も
た
ち
。
い
つ
も
熱
心

に
御
指
導
く
だ
さ
る
先
生
方

と
、
附
中
生
の
あ
る
べ
き
姿
を

間
近
で
見
せ
て
く
れ
る
先
輩
方

の
お
陰
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
親
と
し
て
P
T
A
活

動
等
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
と
共
に
学
び
、

共
に
育
つ
こ
と
が
で
き
た
一
年

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
子
の
成
長
を

温
か
く
見
守
り
、
共
に
成
長
す

る
親
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
借
金
は
？
検
討
項
目
は
多
岐

に
わ
た
り
、
合
計
百
万
円
が
目

安
の
予
算
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
配

分
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感

し
つ
つ
意
見
を
ま
と
め
、
発
表

し
合
い
ま
し
た
。

　
義
務
教
育
最
後
の
三
年
生
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
数
々

の
職
業
講
話
を
聞
き
、
十
一
月

は
じ
め
に
は
明
確
な
目
的
意
識

を
も
っ
て
職
場
体
験
に
臨
み
ま

し
た
。
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

当
日
は
、
財
務
省
関
係
者
、
全

附
P
連
関
係
者
、
九
州
財
務
局

関
係
者
ほ
か
多
く
の
方
々
が
参

観
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
態
度
、

議
論
の
レ
ベ
ル
、
発
表
姿
勢
な

ど
に
対
し
と
て
も
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
附
属
中
の

全
教
科
に
お
け
る
普
段
の
取
組

と
毎
年
経
験
す
る
研
究
公
開
で

磨
か
れ
た
力
が
存
分
に
発
揮
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
将
来
の
日
本
を
創
っ

て
い
く
子
ど
も
た
ち
が
、
現
在

の
日
本
を
担
っ
て
い
る
方
々
に

直
接
会
う
機
会
を
得
ら
れ
た
こ

と
は
、
大
変
有
意
義
な
出
来
事

で
す
。
い
つ
の
日
か
、
鹿
児
島

か
ら
、
こ
の
三
年
生
の
中
か
ら
、

未
来
の
日
本

を
支
え
る
人

材
が
誕
生

す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

  

総

務

部

  

総

務

部

学

年

部

学

年

部

思
い
が
伝
わ
る
三
行
詩

思
い
が
伝
わ
る
三
行
詩

　
㈳
日
本
P
T
A
全
国
協
議
会
「
た
の
し
い
子
育
て
全
国
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」〜
家
庭
で
話
そ
う
！
我
が
家
の
ル
ー
ル
・
家
族
の
き
ず
な
・

命
の
大
切
さ
〜
三
行
詩
よ
り

こ
れ
分
か
る
？

　

教
科
書
片
手
に

　
　

父
に
問
う

　
　
　

今
日
も
開
催

　
　
　
　

ク
イ
ズ
大
会

（
二
年
女
子
）

登
校
で
家
を
出
る
と

　

い
つ
も
お
母
さ
ん
が
手
を
振
っ
て
る

　
　

小
学
一
年
生
の
と
き
か
ら
ず
っ
と

　
　
　

僕
と
お
母
さ
ん
の

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
ル
ー
テ
ィ
ン

（
三
年
男
子
）

口
ご
た
え

　

し
た
瞬
間
に

　
　

弁
当
ナ
シ

　
　
　

な
か
っ
た
こ
と
は

　
　
　
　

一
度
も
ナ
シ

（
三
年
女
子
）

言
葉
数
は
少
な
く
な
っ
た
け
ど

　

空
っ
ぽ
の
お
弁
当
箱
と

　
　

真
っ
黒
の
く
つ
下
が

　
　
　

君
の
元
気
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

（
母
）

親
の
背
中
見
て
俺
は
育
っ
た
が

　

今
は
子
の
頑
張
る
姿
見
て

　
　

生
き
る
力
が
湧
い
て
く
る

（
父
）

反
抗
的
な
そ
の
態
度

　

あ
の
頃
の
私
に
よ
く
似
て
る

　
　

だ
か
ら
解
る

　
　
　

あ
な
た
の
気
持
ち
も

　
　
　
　

あ
の
時
の
母
の
気
持
ち
も

（
母
）

寝
相
が
悪
い
ぼ
く
な
の
に

　

起
き
た
ら
布
団
は
か
か
っ
て
る

　
　

母
の
ぬ
く
も
り
に
包
ま
れ
て

　
　
　

心
地
よ
く
二
度
寝
す
る

（
一
年
男
子
）
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一
年
間
の
P
T
A
活
動
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

P
T
A
活
動
こ
の
一
年

PTA
  NEWS
PTA
  NEWS特集

何事も挑戦すれば必ず
壁にぶつかります。悩みを恐

れず正面からぶつかってください。
応援してくれる人はいっぱいいます。

2年男子保護者

「無理をしない・我慢をしない・

何かあったらすぐ誰かに伝える！！」

が合言葉です。あなたは決して一人で

はありません。母が全力で守るから。
1年女子保護者

なるようになる。2年女子保護者

1人で悩ま
ず

声を出して！

いつでもあ
なたの味方

です！

1年男子保
護者  　　

　　

どんな悩
みもどん

な

弱さも含
めて，い

つでも

あなたの
すべてを

受けとめ
るからね

。

3年男
子保護

者

「無理をしない・我慢をしない・

何かあったらすぐ誰かに伝える！！」

が合言葉です。あなたは決して一人で

まずは話してみよう。
話せないときは書いてみよう。
不思議と整理できます。

3年男子保護者
悩みは自分をステップアップさせたいという向上心の証。乗り越えた分輝ける！3年女子保護者　

三
年
生
全
員
の
社
会
科
授
業

三
年
生
全
員
の
社
会
科
授
業

実
力
発
揮
！

実
力
発
揮
！

　今回は，前号で掲載しました悩みについてのアン

ケートの「悩みを抱えているかもしれないお子さん

へ一言」から，子どものゆれる心を受けとめ，寄り添

う保護者の愛情に満ちたメッセージを掲載します。


